
    
平素は、弊社商品にお取り組み頂き、 
まことに、ありがとうございます。 
月間通信 7月号をお送り致しました。 
何卒、よろしくお願い致します。 
 

 
今年に入り、毎週末小豆島に移動し、ここで野外

作業に勤しんでいます。この畑は 4 畝ほどの狭さです
が、色んな作物の実験栽培に利用していました。暫く
留守にしている間に周りをすっかり樹木に囲まれてしま
っていて、手前に映る桜の木も随分大きくなって来たし、
右に映っているドングリの木も一度丸坊主にしたのに、
また枝を伸び伸び伸ばし、畑の養分を地下から吸い
上げてしまうようになっています。抱きついてもウデが向
こうで合わさらない太さですが、面倒なので今度は根
元からバッサリ伐ってしまおうかと考えています。 

さて、この画像は、先日から始めました 『 チラシ原稿
代行製作 』 です。B4 判で弊社商品を前面に打ち
出すのでチラシ原稿を作成してほしいと御依頼を受け、
弊社デザイン部署スタッフが製作したものです。ウッカリ
している間に完成されて動いてしまっていて、監修でき
なかったことは私のミスですが、チラシの基本的なルー
ルの踏襲が出来ていないポイントがあります。それは今
後埋めていきたいと思います。 
下に並んでいる商品ひとつひとつが、定番のチラシ

原稿になります。それらを集合させて新たにデザインし
たものですが、このチラシの一番の反省点は企業のフ
アン作りの宣伝が出来ていない事です。まだ先の事だ
と思っていましたが、既にチェックをしようと思った時は・・
とのミスでした。ご依頼頂きました企業様、大変申し
訳ございませんでした。 
コストの掛かる事ばかりをしていますが、それもそのう

ち辻褄が合って来るだろうと考えています。これはこの
数ヶ月間折り込みチラシを皆様が自粛されていた時
期に、何かお手伝い出来ないかと考えて始めた事でし
た。もちろん弊社の製品以外の原稿は作れませんが、 
弊社の製品であれば、商品に精通しているからこそ出
来る原稿作りがあるはずだと思えたからです。 
元々はインスタカート・E コマースの受注画面原稿

作りに商品画像等が必要になるだろうと始めたもので



す。既にカタログ販売等に一日の長がある企業と対抗
して行くには、内容がそれなりの水準に達していないと
勝てる喧嘩も勝てなくなるのではないかと思い、それな
らその商品について、より深く知っている私共が作る方
が戦いの条件に釣り合うのではないかと考えた結果で
す。 
もし、来店が叶わない事態に発展した場合の備え

として、仕組みとして持っていた方が良いのであれば準
備しておこうとしています。 

 
もう一点スタートしたことに Alphar’s Community 

があります。 

https://www.facebook.com/groups/306129363757137 
先日ようやく私のパソコンにも Zoom というのが入りま
して、今大人気 『恋するマロン』 の仕入先と打合せ
をしました。 
もちろん仕入先のみとの会話もありますが、小売店

様と弊社仕入先さんと私共との三者の打ち合わせが
出来るようになれば、話しが早いのではないかと考えて
います。 

話しが早いという事は、『コストが
安く済む』 とほぼ同意義だと思って
います。これは弊社青果事業スター
ト時からの課題です。『不確実性』 

という言葉の意味はもっと深みがある意味だと思うので
すが、農家にしても私どもにしても、約束された数字を
確実に出荷出来るのであれば、実はもっと低コストで
出荷できると考えています。約束した数字で弊社は仕
入れを行っている商品が多々ありますが、それらは安く
仕入れられても販売側で約束した数字が出て行かな
ければ、そのリスク分を代金に上乗せしてしまいます。 

入り口と出口ではありませんが、ここに数字の約束
が無くとも、取り扱いの有無の約束だけでもあれば、数
字は弊社の方で想像がつきます。多方面に出荷先を
持っている弊社の方が、リスク分散が可能に決まって
いるので、弊社の方でリスクを負担する事が出来ます。
小売店さんには数字に対するリスクなしです。 
ただ、必要なことはシーズンを通して取り組んで頂け

るという約束だけで卸価格を下げることが出来るので
す。このような取り組み関係を、Zoom を利用したグ
ループ内で約束をすることによって、小売店さん側にリ
スクなしで割安を実現できる道筋を立てたいと考えて
います。 
これらは Alphar’s Community 内の部会のよう

なイメージで運営したいと考えています。 
また、違う部会ではここに消費者というか、エンドユ

ーザーも加えた情報交換・情報伝達の場として最終
食べてくれている人の事情や希望を生産者や小売店
さんにバック出来ればと、より効率的・効果的な流通
が可能になることで、それぞれの利益率の向上を図り、
高コスト化が進む事への対応を図ることを目的として
います。 
 それらの計画を推進していくエネルギーは、すべて情
報の質とスピードだと考えています。私の思うスーパー
マーケットの付加価値的要素として、子供受けする
Entertainment 性と大人が満足できる Intelligent
性と、地域貢献できるLocal contribution性を上げ
ています。情報は一方通行ではなく、相互に行き来し
てこそ積み上がって行ってこそ、昇華され進化して行け
るものだと思っています。そういう場を提供して行く事が
後方支援になるのではないかとの思いです。 
 
 外食も中食も、今回の Covid-19騒動で 『 いや、
待てよ 』 となったと思います。もう少し地に足付いた
暮らしぶりを見直す切っ掛けになったとすれば、少しは
意味を見出す事が出来るかも知れません。 
 

有限会社アルファー 
吉田清一郎 

https://www.facebook.com/groups/306129363757137

